
2025年（大阪・関西万博開催年）は阪神･淡路大震災から30年

阪神･淡路で生まれたコンセプト「創造的復興」をテーマに、被災地の知事や海外の自治体・関係機関など
が意見交換し、世界に向け発信 ※創造的復興サミットの成果を国連防災枠組に盛り込むことを提案

人と防災未来センター

創造的復興サミット（素案）
～単に震災前の状態に戻すだけでない Build Back Better の概念の提唱～

阪神・淡路大震災（H7）

趣 旨

開催時期 2025年9月下旬～10月上旬
※国際防災の日(10/13）に向け、同期間を「創造的復興ウィーク（万博の兵庫県版テーマウィークの１つ）」に位置づけ
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熊本地震（H28)
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「創造的復興」の理念を
活かしたウクライナ支援
検討会を３月に設置

ひょうごトルコ支援
プロジェクトを２月
に立ち上げ

神戸市内（仮）開催場所

主な内容 ・被災地の高校生による活動報告・提案（午前中の報告会の総括）

・国内外の被災地の知事等によるパネルディスカッション
・共同宣言
※サミット終了後、共同記者会見
※翌日、防災関連フィールドパビリオンの視察（自由参加）

参加者 国内被災地の知事（兵庫、岩手、宮城、福島、新潟、熊本）、海外の被災自治体等（トルコ、ウクライナ）


